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安
城
公
園
に
や
っ
て
き
た
、
ポ
ニ

ー
の
名
前
を
募
集
し
ま
す
。

●
申
し
込

●
申
し
込
みみ

７
月
１
日
昭
～

日
３１

松
に
、
ポ
ニ
ー
の
名
前
、
応
募
者
の

住
所
・
氏
名
・
年
齢
を
記
入（
様
式

自
由
）し
、
持
参
か
郵
送
、
フ
ァ
ク

ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
公
園
緑
地
課（
〒

質
８
５
０
１
住
所
記
載
不
要
／
胃

４４６〈

〉０
０
６
６
／koen@

city.

７６

anjo.aichi.jp

）へ

※
持
参
の
場
合
は
、
午
前
８
時

分
３０

～
午
後
５
時

分（
松
掌
抄
を
除

１５

く
）。

※
名
前
は
本
紙
９
月
１
日
号
で
発
表
。

■問
▼
公
園
緑
地
課

（
緯〈

〉２
２
４
４
）

７１

メメス・２メス・２歳歳



い
る
団
体
だ
け
で
な
く
、
１
人
で
相

談
に
来
る
人
も
い
ま
す
。

「
社
会
の
た
め
」「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」

と
い
う
と
、
ど
う
し
て
も
肩
に
力
が

入
り
が
ち
。
余
暇
の
充
実
と
か
、
趣

味
の
活
用
な
ど
、
軽
い
気
持
ち
で
利

用
し
て
く
れ
れ
ば
う
れ
し
い
で
す
。

自
主
的
に
、
広
く
社
会
の
た
め
に
す

る
活
動
で
、
営
利
・
宗
教
・
政
治
的

で
な
い
も
の
。
手
話
や
高
齢
者
支
援

な
ど
福
祉
関
係
だ
け
で
な
く
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
落
語
を
披
露
す
る
な
ど

の
活
動
も
含
み
ま
す
。
セ
ン
タ
ー
で

は
、
団
体
の
紹
介
や
、
活
動
の
橋
渡

し
を
し
て
い
ま
す
。

■
具
体
的
な
支
援
内
容

セ
ン
タ
ー
を
利
用
す
る
団
体
や
個

人
に
は
、
活
動
情
報
を
登
録
し
て
も

ら
い
ま
す
。
初
め
て
の
利
用
者
に
は
、

ど
ん
な
活
動
を
し
た
い
か
聞
い
て
、

登
録
情
報
か
ら
、
最
適
な
団
体
・
イ

ベ
ン
ト
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。
活
動

情
報
は
、
紹
介
冊
子
や
市
民
活
動
情

報
サ
イ
ト（
次
ペ
ー
ジ
参
照
）で
公
開

し
て
い
ま
す
。

施
設
内
に
は
、
チ
ラ
シ
や
冊
子
を

作
る
た
め
の
印
刷
機
、
製
本
機
な
ど

を
設
置
。
ま
た
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で

の
情
報
発
信
な
ど
に
パ
ソ
コ
ン
も
備

え
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
打
ち
合
わ
せ
・
講
座
用

ス
ペ
ー
ス
も
あ
る
ん
で
す
よ
。

■
利
用
内
容
は

さ
ま
ざ
ま

「
町
内
会
で
子

ど
も
相
手
に
出

し
物
を
し
て
ほ

し
い
」「
イ
ラ
ス

ト
を
書
く
の
が

趣
味
だ
が
、
活

用
で
き
る
場
所

が
無
い
か
」な
ど
、

既
に
活
動
し
て

４
月
１
日
に
オ
ー
プ
ン
し
た
市
民

交
流
セ
ン
タ
ー
。
そ
の
１
階
に
、
市

民
活
動
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
ま
す
。
こ

こ
は
、
安
城
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
は

欠
か
せ
な
い
施
設
な
の
で
す
。
同
セ

ン
タ
ー
長
の
野
村
剛
生
さ
ん
に
話
を

か
ね
た
か

聞
き
ま
し
た
。

■
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
と
は

一
言
で
言
え
ば
、
市
民
活
動
を
支

援
す
る
施
設
で
す
。
市
民
活
動
と
は
、

市市民活動センター長の野村さ市民活動センター長の野村さんん
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■問諮

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

（
緯〈

〉０
６
０
１
）

７１市民
活
動
課

（
緯〈

〉２
２
１
８
）

７１



■
古

利

ふ
る
は
ま
り

枝
子
さ
ん（
大
岡
町
）

え

こ

「
安
城
ま
ち
の
学
校
」と
い
う
団
体

で
登
録
し
て
い
ま
す
。
活
動
内
容
は
、

子
ど
も
を
対
象
と
し
た
市
民
講
座
の

実
施
。
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
で
は
、

講
座
の
チ
ラ
シ
や
会
報
を
作
成
す
る

■
高
宮
麻
冬
さ
ん（
安
城
東
高

あ
さ
と

校
３
年
）

自
分
が
参
加
で
き
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
探
し
に
行
き
ま
し
た
。
空
い
た

時
間
に
、
人
の
た
め
に
な
る
こ
と
が

で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
た
ん
で
す
。

●
手
軽
に
参
加
申
し
込
み

自
宅
や

仕
事
先
か
ら
、
イ
ベ
ン
ト
や
ス
タ
ッ

フ
募
集
に
応
募
・
参
加
申
し
込
み
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
活
動
依
頼
も
で
き
ま
す

自
分
の

団
体
の
活
動
紹
介
や
イ
ベ
ン
ト
募
集

情
報
を
掲
載
す
る
だ
け
で
な
く
、
他

の
団
体
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
お

願
い
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

●
の
ぞ
い
て
み
よ
う
！

Ｕ
Ｒ
Ｌ
糸

http://w
w
w
.g
enki3

6
5
.com

/anjo/

■
市
民
活
動
情
報
サ
イ
ト

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
が
運
営
し
て

い
る
サ
イ
ト
で
す
。
セ
ン
タ
ー
に
登

録
し
て
い
る

以
上
の
団
体
情
報
を

３００

掲
載
。
各
団
体
の
活
動
紹
介
、
イ
ベ

ン
ト
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
な
ど
、

市
民
活
動
情
報
を
集
約
し
て
い
ま
す
。

●
豊
富
な
情
報

市
内
の
市
民
活
動

団
体
が
、
ど
ん
な
活
動
を
し
て
い
る

の
か
わ
か
り
ま
す
。
ま
た
、
各
団
体

か
ら
提
供
さ
れ
た
イ
ベ
ン
ト
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
募
集
情
報
な
ど
を
い
ち
早

く
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

た
め
、
印
刷
機
を
使
っ
て
い
ま
す
。

用
紙
代
以
外
は
、
費
用
が
か
か
ら
な

い
の
で
、
経
済
的
に
も
と
て
も
助
か

っ
て
い
ま
す
。

市
民
講
座
に
必
要
な
講
師
や
ス
タ

ッ
フ
を
、
セ
ン
タ
ー
で
探
し
て
も
ら

っ
た
り
、
市
民
活
動
情
報
サ
イ
ト
で

募
集
を
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

普
段
の
活
動
で
は
接
点
の
無
い
分

野
の
人
た
ち
の
力
も
、
セ
ン
タ
ー
を

通
じ
て
借
り
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
助
成
金
な
ど
活
動
に
必
要
な

情
報
が
、
幅
広
く
セ
ン
タ
ー
に
集
ま

っ
て
い
る
の
で
、
よ
く
通
っ
て
い
ま

す
よ
。

１
人
で
立
ち
寄
っ
て
、「
何
か
良
い
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
無
い
で
す
か
？
」と
聞

き
ま
し
た
。
す
る
と
ス
タ
ッ
フ
さ
ん

は
、
す
ぐ
に
演
劇
の「
ま
ね
き
ね
こ
」

と
い
う
団
体
を
紹
介
し
て
く
れ
ま
し
た
。

活
動
内
容
は
、
子
ど
も
を
対
象
と

し
た
イ
ン
プ
ロ（
即
興
演
劇
）の
講
座
。

そ
の
運
営
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
、
約
２

か
月
間
参
加
し
ま
し
た
。
子
ど
も
を

相
手
に
見
本
を
見
せ
た
り
、
手
伝
い

を
し
た
り
と
、
初
め
て
の
経
験
で
し

た
が
、
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。

参
加
し
て
い
た
子
ど
も
た
ち
が
元
気

い
っ
ぱ
い
で
、
こ
ち
ら
も
元
気
を
も

ら
え
ま
し
た
。
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市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
利
用
者
の
体
験
談



を
は
っ
た
返
信
用
封
筒
を
同
封

し
同
館
へ
。

●
教
室
名
／
と
き
／
対
象
／
定

員
／
参
加
費

左
表
の
と
お
り

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
せ
ん
。

●
対
象

市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
人

●
申
し
込
み

７
月
１
日
昭
～
１４

日
昌
午
前
９
時
～
午
後
５
時（
捷

を
除
く
）に
来
館
す
る
か
郵
送
で

市
体
育
館（
〒

－

０
０
６
１
新

４４６

田
町
新
定
山

－

８
）へ

４１

※
郵
送
の
場
合
は
７
月

日
昌

１４

（
当
日
消
印
有
効
）ま
で
に
、
住

所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
教
室

名
を
記
入
し
た
も
の
と
、
切
手

■問
▼
市
体
育
館

（
緯〈

〉５
１
８
２
）

７５

体
育
館
ス
ポ
ー
ツ
ス
ク
ー
ル
・

体
育
協
会
ス
ポ
ー
ツ
教
室（
２
期
）

参加費定員対象開始時間期間曜日教室名
各

３０００円

各
３０人

小学生（初心者）午後６時Ａ金卓球

体
育
館
ス
ポ
ー
ツ
ス
ク
ー
ル

女性（初心者）午前１０時Ｂ
木

ソフトテニス
１８００円女性午後１時３０分Ａシェイプアップ
３４００円

一般

午後３時Ｂ火太極拳

各
２０００円

午前１０時

Ａ

金

健康体操
エンジョイ
エクササイズ

３９００円４０組１歳６か月～未
就園児とその親

親子からだあそび
とママエアロ

３２００円２５人
一般（初心者）

午後７時土ラージボール卓球
２５００円３０人午前１０時３０分火エアロビクス

２７００円４５人６０歳以上午後１時３０分
木

シルバー
エクササイズ

各
３５００円

各
２５組

２歳～未就園児
とその親

①午前１０時
②午前１１時３０分Ｂふれあい

親子スクール
２８００円１００人小学４～６年生午前９時３０分

Ａ

土
陸上

体
育
協
会
ス
ポ
ー
ツ
教
室

４０００円５０人小学３～６年生午前１０時ジュニア
ソフトテニス

各
４０００円

７５人小学４～６年生
午後６時

水バスケットボール
３０人小学４～

中学３年生
木バレーボール

３９００円３５人午後５時土
バドミントン 各

４４００円各
４０人

高校生以上午後７時火

女性
午前１０時

水
４２００円金卓球
３１００円２０人女性（初心者）木インディアカ
５０００円１０人中学生以上午後７時火アーチェリー

各
４２００円

各
２０人１８歳以上午後７時３０分Ｂ土

硬式テニス（初級）
硬式テニス（中級）

※いずれも、１人６００円のスポーツ保険代が別途必要。
※期間のＡは９～１２月、Ｂは９～１１月。
※定員に達しない教室は、７月２２日昭午前９時から再受け付け。

野
菜
づ
く
り
の
基
礎
を
学
ぶ
初

心
者
向
け
の
研
修
で
す
。
一
人
当

た
り
約

釈
の
実
習
園
で
、
キ
ャ

３０

ベ
ツ
、
ハ
ク
サ
イ
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ

ー
な
ど

品
目
余
り
を
栽
培
。
研

１０

修
に
必
要
な
道
具
な
ど
は
貸
し
出

し
し
ま
す
。
ま
た
、
料
理
講
座
や

視
察
研
修
会
も
あ
り
ま
す
。
研
修

修
了
後
、
希
望
者
へ
は
、
市
民
農

園
の
あ
っ
旋
も
し
ま
す
。

興
味
が
あ
る
人
は
、
見
学
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
市
公

式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
、
こ
れ
ま
で

の
研
修
の
様
子
を
紹
介
し
て
い
ま

す
。

●
と
き

開
講
式
糸
８
月

日
昌

２５

研
修
糸
８
月

日
昭
～
来
年
１
月

２６

日
晶
の
毎
週
昇
・
昭
ま
た
は
昌
・

２８晶
午
前
９
時
～

時

分

１１

３０

※
生
育
状
況
な
ど
に
よ
り
変
更
に

な
る
場
合
あ
り
。

※
研
修
日
の
ほ
か
に
、
水
ま
き
な

ど
の
管
理
作
業
日
あ
り
。

●
と
こ
ろ

ア
グ
リ
ラ
イ
フ
支
援

セ
ン
タ
ー

●
内
容

座
学
糸
野
菜
栽
培
の
基

礎
知
識
、
作
付
計
画
、
施
肥
設
計
、

病
害
虫
防
除
な
ど

実
習
糸
秋
冬

野
菜
栽
培
、
農
具
の
扱
い
方
な
ど

●
対
象

市
内
在
住
で
畑
の
管
理

作
業
が
で
き
る
健
康
な
人

●
定
員

人
程
度（
定
員
を
超

３０

え
た
場
合
は
抽
せ
ん
）

●
費
用

１
万
５
０
０
０
円

●
申
し
込
み

７
月

日
昌
ま
で

２１

に
、
受
講
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
持
参（
午
前
８
時

分
３０

～
午
後
５
時

分
）か
郵
送
で
同

１５

セ
ン
タ
ー（
捷
を
除
く
、
〒

－４４４

１
２
０
１
石
井
町
辻
原

－

２
）

１３１

か
農
務
課（
松
掌
抄
を
除
く
、
〒

－

８
５
０
１
住
所
記
載
不
要
）

４４６へ※
受
講
申
込
書
は
、
同
セ
ン
タ
ー
、

同
課
、
南
部
・
桜
井
・
北
部
公

民
館
、
市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

な
ど
で
配
布
。

■問
▼
ア
グ
リ
ラ
イ
フ
支
援

セ
ン
タ
ー

（
緯〈

〉６
２
０
０
）

９２
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野
菜
づ
く
り「
入
門
コ
ー
ス
～
秋
冬

野
菜
栽
培
～
」第
３
期
生
を
募
集



　
認
定
を
受
け
る
と
、
医
療
機
関

に
入
院
し
た
際
に
支
払
う
一
部
負

担
金
の
限
度
額
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
食
事
代
に
つ
い
て
も
減
額

さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
申
し
込
み
　
更
新
す
る
人
は
８

月
　
日
昇
ま
で
に
、
新
規
の
人
は

３１
入
院
す
る
予
定
月
の
末
日
ま
で
に
、

国
民
健
康
保
険
止
国
保
年
金
課
国

保
係
、
後
期
高
齢
者
医
療
止
同
課

医
療
係
へ

■
国
民
健
康
保
険
限
度
額
適
用

●
対
象
　
安
城
市
国
民
健
康
保
険

に
加
入
し
、
入
院
中
ま
た
は
入
院

す
る
予
定
が
あ
る
、
次
の
①
②
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

①
　
歳
未
満
で
国
民
健
康
保
険
税

７０の
滞
納
が
な
い

②
　
歳
以
上
で
、
同
じ
世
帯
の
国

７０民
健
康
保
険
加
入
者
と
世
帯
主

が
市
民
税
非
課
税

●
持
ち
物
　
印
鑑
、
保
険
証

■
国
民
健
康
保
険
標
準
負
担
額
減

額
認
定

●
対
象
　
安
城
市
国
民
健
康
保
険

に
加
入
し
、
入
院
中
ま
た
は
入
院

す
る
予
定
が
あ
る
人
で
、
同
じ
世

帯
の
国
民
健
康
保
険
加
入
者
と
世

帯
主
が
市
民
税
非
課
税
の
人

●
持
ち
物
　
印
鑑
、
保
険
証

■
後
期
高
齢
者
医
療
限
度
額
適
用
・

標
準
負
担
額
減
額
認
定

●
対
象
　
後
期
高
齢
者
医
療
に
加

入
す
る
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
人

で
、
入
院
中
ま
た
は
入
院
す
る
予

定
が
あ
る
人

※
現
在
、
減
額
認
定
証
を
持
っ
て

い
て
、
８
月
１
日
以
降
も
対
象

と
な
る
人
は
、
手
続
き
不
要
。

●
持
ち
物
　
印
鑑
、
保
険
証

■
入
院
日
数
が
　
日
以
上
の
人
は

９１

　
入
院
日
数
が
申
請
月
を
含
む
過

去
　

か
月
間
で
　

日
以
上
に
な
る

１２

９１

場
合
は
、
食
事
代
が
減
額
に
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
昨
年
８
月
～
今
年
７
月
に
入
院

日
数
が
　

日
以
上
あ
っ
た
人
は
、

９１

７
月
　

日
晶
ま
で
に
申
請
。

３０

●
持
ち
物
　
印
鑑
、
保
険
証
、
入

院
日
数
の
わ
か
る
書
類（
領
収
書

な
ど
）、標
準
負
担
額
限
度
額
認
定

証（
現
在
持
っ
て
い
る
人
）

■問
▼
国
保
年
金
課

国
保
係（
緯〈
　
〉２
２
３
０
）

７１

医
療
係（
緯〈
　
〉２
２
３
２
）

７１

国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
の
限
度

額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
の
申
請
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入
場
券

※
入
場
券
が
届
か
な
い
・
紛
失
し

た
場
合
で
も
、
投
票
所
の
受
付

で
、
選
挙
人
名
簿
と
照
合
し
、

確
認
で
き
れ
ば
投
票
で
き
ま
す
。

■
開
票

　
即
日
開
票
を
し
ま
す
。
参
観
を

希
望
す
る
人
は
、
直
接
お
越
し
く

だ
さ
い
。

●
と
き
　
午
後
９
時
　
分
か
ら

１５

●
と
こ
ろ
　
市
体
育
館

　
当
日
の
投
・
開
票
の
速
報
を
、

市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
随
時
公

開
し
ま
す
。

　
７
月
　

日
掌
は
参
議
院
議
員
通

１１

常
選
挙
の
投
票
日
で
す
。
わ
た
し

た
ち
の
代
表
を
選
ぶ
大
切
な
選
挙
。

候
補
者
や
政
党
な
ど
、
自
分
の
意

思
で
悔
い
の
な
い
一
票
を
投
じ
ま

し
ょ
う
。

■
投
票

　
投
票
所
は
、
入
場
券
に
記
載
し

て
い
ま
す
。

●
と
き
　
午
前
７
時
～
午
後
８
時

●
持
ち
物
　
市
が
送
付
す
る
入
場

券※
入
場
券
が
届
か
な
い
・
紛
失
し

た
場
合
で
も
、
投
票
所
の
受
付

で
、
選
挙
人
名
簿
と
照
合
し
、

確
認
で
き
れ
ば
投
票
で
き
ま
す
。

■
期
日
前
投
票

　
投
票
日
に
投
票
所
へ
出
か
け
る

こ
と
が
で
き
な
い
人
は
、
期

日
前
投
票
が
で
き
ま
す
。

●
と
き
／
と
こ
ろ
　

６
月
　２５

日
晶
～
７
月
　

日
松
糸
市
役

１０

所
北
庁
舎
７
階
　
７
月
３
日

松
～
　
日
松
糸
南
部
・
桜
井

１０

支
所
、
北
部
出
張
所
い
ず
れ

も
午
前
８
時
　
分
～
午
後
８

３０

時●
持
ち
物
　
市
が
送
付
す
る

ࢀ
ٞ
Ӄ
ٞ
һ
通
ৗ
બ
ڍ

７
月
　

日
掌
は
投
票
所
へ

１１

■問 
▼
行
政
課（
市
選
挙
管

理
委
員
会
）

（
緯〈
　
〉２
２
０
８
）

７１

　
夏
本
番
を
迎
え
、
海
や
山

の
レ
ジ
ャ
ー
の
本
格
的
な
シ

ー
ズ
ン
到
来
と
な
り
ま
す
。

　
飲
酒
運
転
や
ス
ピ
ー
ド
の

出
し
す
ぎ
に
よ
る
重
大
事
故

の
多
発
が
懸
念
さ
れ
る
た
め
、

左
記
の
重
点
実
施
項
目
に
沿

っ
た
運
動
を
展
開
し
ま
す
。

■
重
点
実
施
項
目

煙
飲
酒
運
転
を
根
絶
し
よ
う

煙
子
ど
も
や
高
齢
者
を
交
通

事
故
か
ら
守
ろ
う

煙
す
べ
て
の
座
席
の
シ
ー
ト

ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ

ー
ト
を
正
し
く
着
用
し
よ
う

■
交
通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　
タ
レ
ン
ト
の
大
東
め
ぐ
み

さ
ん
が
、
１
日
警
察
署
長
と

し
て
来
場
し
ま
す
。

●
と
き
　
７
月
　
日
捷
午
後

１２

３
時
　
分
３０

●
と
こ
ろ
　
ザ
・
モ
ー
ル
安

城
店（
大
東
町
）

●
問
い
合
わ
せ
　
市
民
安
全

課（
緯〈
　
〉２
２
１
９
）

７１



　
ご
み
減
量
の
推
進
を

取
り
入
れ
た
行
事
や
勉

強
会
な
ど
の
活
動
に
対

し
、
職
員
の
講
師
派
遣
・

運
営
方
法
・
啓
発
品
の

提
供
（
※
）な
ど
で
支
援

し
ま
す
。

※
マ
グ
ネ
ッ
ト
ク
リ
ッ

プ
、
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ

ー
パ
ー
、
雑
が
み
回

収
袋
、
ポ
ケ
ッ
ト
テ

ィ
ッ
シ
ュ
な
ど
。

●
対
象
活
動
　
市
民
、

町
内
会
、
市
民
団
体
、

市
内
の
学
校
・
事
業
所

の
主
催
で
、
ご
み
減
量

　
％
推
進
に
つ
な
が
る

２０内
容
を
取
り
入
れ
た
行

事
・
会
合
・
研
修
会

※
多
く
の
市
民（
市
内
在
勤
・
在

学
者
を
含
む
）が
参
加
す
る
こ

と
。
営
利
・
政
治
・
宗
教
活
動

を
除
く
。

活
動
の
例
糸
事
業
所
の
運
動
会
で

ご
み
分
別
リ
レ
ー
競
技
を
す
る
、

近
所
の
集
ま
り
で
生
ご
み
処
理
機

器
の
講
習
会
を
開
く
な
ど

●
対
象
　
７
月
１
日
昭
～
来
年
３

月
　
日
昭
に
実
施
す
る
活
動

３１
●
申
し
込
み
　
所
定
の
申
込
書
に

活
動
内
容
な
ど
を
記
入
し
、
持
参

か
郵
送
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
清
掃
事
業

所（
〒
　－

１
１
５
５
堀
内
町
西

４４４

新
田
２
／kankyo-hozen@

ci
ty.anjo.aichi.jp

）へ

※
申
込
書
は
、
同
所
、
市
公
式
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
で
配
布
。

΍
Ε
͹
Ͱ
͖
る
ʂ
͝
Έ
減
ྔ

ˋ
ਪ
ਐ

⚒⚐

市
民
活
動
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム

■問 
▼
清
掃
事
業
所

（
緯〈
　
〉３
０
５
３
）

７６
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市
内
製
造
販
売
業
者
が
製
造
す

る
土
産
品
か
ら
、
安
城
に
ふ
さ
わ

し
い
土
産
品
と
し
て
、
　

業
者
　

１９

４７

品
を
決
定
し
ま
し
た
。

　
認
定
土
産
品
に
は
、
認
定
シ
ー

ル
が
貼
っ
て
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

観
光
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
で
紹
介
し
て

い
き
ま
す
。

●
認
定
期
間
　
平
成
　
年
３
月
　

２４

３１

日
松
ま
で

認定土産品（おすすめの１品）屋号
アカシヤ蜜深津養蜂園（小堤町）
守口漬女神谷食品（城ヶ入町）
抹茶と玉露の詰め合わせ叙南山園（藤井町）
一丈そうめん叙和泉そうめん丈山の里（和泉町）
手延べ半生長そうめん女たつみ麺店（和泉町）
和泉手延長そうめん和泉手延麺業組合（和泉町）
安城のいなかもん（菓子）桝見屋（花ノ木町）
安城銘菓　丈山翁お菓子所安城とらや（古井町）
デンパークオリジナルカットケーキ除安城都市農業振興協会（赤松町）
市の木　くろ松（菓子）旭軒（御幸本町）
あんじょはんじょ（菓子）櫻屋（日の出町）
安城梨羊かん穂積堂（末広町）
ムカカショコラ・ミルク（菓子）セントカトリーヌ（法連町）
安城一番福たこ（菓子）叙北城屋（御幸本町）
郷土銘菓　安城が原女両口屋菓匠（御幸本町）
人魚姫の恋・裸の王様・黒鍬麦酒
（ビール）安城デンビール叙（赤松町）

清酒　三河安城　純米酒女マルコウ酒店（美園町）
杉の舞（日本酒）神杉酒造叙（明治本町）
三河万歳（人形）叙金魚屋（朝日町）

市
観
光
協
会
認
定
土
産
品
を
決
定

■問 
▼
商
工
課

（
緯〈
　
〉２
２
３
５
）

７１

認定シール

　
所
得
の
減
少
や
失
業
な
ど
、

経
済
的
な
理
由
で
国
民
年
金

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困

難
な
場
合
、
一
定
の
要
件
に

該
当
す
れ
ば
、
申
請
に
よ
り

保
険
料
の
全
額
ま
た
は
一
部

の
納
付
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
所
得
の
低
い
　

歳
未

３０

満
の
人
で
、
一
定
の
要
件
に

該
当
し
た
場
合
、
保
険
料
の

後
払
い
が
で
き
る
若
年
者
納

付
猶
予
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
免
除
期
間
は
７
月
か
ら
来

年
６
月
ま
で
で
、
免
除
を
受

け
た
期
間
は
年
金
受
給
資
格

期
間
に
は
算
入
さ
れ
ま
す
が
、

老
齢
基
礎
年
金
は
減
額
さ
れ

ま
す
。

　
な
お
、
現
在
全
額
免
除
ま

た
は
若
年
者
納
付
猶
予
に
該

当
し
、
継
続
申
請
を
希
望
し

た
人
は
、
申
請
の
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。

●
申
し
込
み
　
年
金
手
帳
と

印
鑑
を
持
っ
て
、
国
保
年
金

課（
緯〈
　
〉２
２
３
１
）へ

７１

高棚町内会運動会で開催された「ごみ分別リレー高棚町内会運動会で開催された「ごみ分別リレー」」



●
と
こ
ろ
　
新
田
川
城
藤
橋
合
流

広
場（
和
泉
町
）

●
持
ち
物
　
水
筒
、
帽
子
、
魚
取

り
網
、
バ
ケ
ツ（
魚
水
槽
）、長
靴

ま
た
は
汚
れ
て
も
よ
い
靴

秘
密
を
調
べ
ま
す
。

●
と
き
　
８
月
１
日
掌
午
前
　
時
１０

～
正
午

●
と
こ
ろ
　
デ
ン
パ
ー
ク

●
持
ち
物
　
水
筒
、
帽
子
、
虫
か

ご
、
虫
取
り
網

●
そ
の
他
　
別
途
入
園
料
が
必
要

■
新
田
川
で
水
と
友
だ
ち
に
な
ろ

う
～
川
に
潜
む
生
き
物
た
ち
に
迫

る　
川
に
入
っ
て
、
水
辺
の
生
き
物

た
ち
を
探
し
ま
す
。

●
と
き
　
８
月
９
日
捷
午
後
１
時

　
分
～
４
時

３０

●
対
象
　
小
学
生（
１
・
２
年
生

は
保
護
者
同
伴
）

●
定
員
　
各
　
人（
定
員
を
超
え

３０

た
場
合
は
抽
せ
ん
）

●
申
し
込
み
　
７
月
７
日
昌
～
　１７

日
松
午
前
９
時
～
午
後
５
時（
掌

捷
を
除
く
）に
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
、

Ｅ
メ
ー
ル
で
エ
コ
ネ
ッ
ト
あ
ん
じ

ょ
う
事
務
局（
緯
・
胃〈
　
〉０
７

７７

０
１
／info@
econetanjo.or

g

）へ
■
デ
ン
パ
ー
ク
で
木
と
友
だ
ち
に

な
ろ
う
～
セ
ミ
の
秘
密
を
探
る

　
セ
ミ
を
捕
り
、
体
を
観
察
し
て
、
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ࠓ
೥
の
Ն
は
生
͖
෺
ͨ
ͪ
ͱ
஥
ྑ
͠
ʹ
ͳ
Ζ
͏

子
ど
も
環
境
学
習
講
座

■問 
▼
環
境
首
都
推
進
課

（
緯〈
　
〉２
２
０
６
）

７１

　
７
月
中
旬
に
、
今
年
度
分
の
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
料
額
決
定
通

知
書
を
送
付
し
ま
す
。

　
保
険
料
の
納
付
方
法
は
、
年
金

額
な
ど
の
所
得
に
よ
り
異
な
り
ま

す
。

■
特
別
徴
収
の
場
合

　
年
金
か
ら
、
保
険
料
が
天
引
き

さ
れ
ま
す
。（
老
齢
福
祉
年
金
か
ら

は
天
引
き
さ
れ
ま
せ
ん
）

　
４
・
６
・
８
月
分
は
、
仮
徴
収

通
知
書
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、

７
月
中
旬
に
、
１
年
間
分
（
４
月

～
来
年
３
月
分
）の
確
定
し
た
保

険
料
と
年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ
る

額
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
な
お
、
今
年
　

月
か
ら
特
別
徴

１０

収
に
な
る
人
は
、
４
～
９
月
分
の

保
険
料
を
納
付
書
ま
た
は
口
座
振

替
で
納
付
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

■
普
通
徴
収
の
場
合

　
年
金
か
ら
の
天
引
き
と
な
ら
な

い
人
は
、
７
月
中
旬
に
、
今
年
度

分
の
納
付
書
ま
た
は
口
座
振
替
通

知
書
を
送
付
し
ま
す
。

●
納
期
　
７
月
～
来
年
２
月
の
毎

月※
７
・
８
・
９
月
は
普
通
徴
収
、

　
・
　
・
来
年
２
月
は
特
別
徴

１０

１２

収
に
な
る
人
も
い
ま
す
。

〈
納
付
は
口
座
振
替
が
便
利
で
す
〉

　
申
し
込
み
は
、
市
内
金
融
機
関
、

ゆ
う
ち
ょ
銀
行
、
郵
便
局
ま
た
は

国
保
年
金
課
へ

※
振
替
希
望
口
座
の
通
帳
と
そ
の

届
け
出
印
が
必
要
で
す
。

■
保
険
料
の
軽
減

　
該
当
す
る
人
は
、
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
額
決
定
通
知
書
に
軽

減
額
な
ど
を
記
載
し
て
い
ま
す
の

で
、
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

■
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保
険

証
の
更
新

　
現
在
の
保
険
証
の
有
効
期
限
は

７
月
　

日
松
で
す
。
新
し
い
保
険

３１

証
は
７
月
中
旬
に
送
付
し
ま
す
。

　
な
お
、
保
険
証
の
色
が
若
草
色

か
ら
青
色
へ
変
わ
り
ま
す
。

■問 
▼
国
保
年
金
課

（
緯〈
　
〉２
２
３
２
）

７１

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
額
決
定

通
知
書
を
送
付



書
き
で
正
確
に
大
き
く
記
入
し
、

７
月
　
日
松（
当
日
消
印
有
効
）ま

３１

で
に
市
民
会
館（
〒
　－

０
０
４

４４６

１
桜
町
　－

　
）へ

１８

２８

■
第
　
回
市
民
芸
能
ま
つ
り

４３

●
と
き
　
　
月
　
日
掌
・
　
日
掌

１０

１７

２４

●
と
こ
ろ
　
文
化
セ
ン
タ
ー

●
部
門
　
民
謡
・
舞
踊
・
詩
吟
・

箏
曲
・
民
踊
・
バ
レ
エ
な
ど

●
申
し
込
み
　
７
月
　
日
昭
ま
で

１５

に
市
民
会
館
へ

松
～
　
日
掌（
　
月
　
日
捷
は
休

２１

１１

１５

館
）

●
と
こ
ろ
　
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

●
部
門
　
日
本
画
、
洋
画
、
書
、

写
真
、
工
芸
･
 彫
 
ち
ょ
う

 塑
 の
５
部
門

そ

■
第
　
回
市
民
文
芸
ま
つ
り

２２

　
俳
句
・
短
歌
と
も
雑
詠
と
し
、

自
作
未
発
表
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

　
月
　

日
掌
に
発
表
大
会
を
開
催

１１

２８

し
ま
す
。

●
対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
人
ま
た
は
安
城
文
化
協
会
会

員●
募
集
部
門
と
上
限
出
品
数
　

一

般（
高
校
生
を
含
む
）▼
俳
句
の
部

獅

３
句
以
内
、
短
歌
の
部獅

２
首

以
内
　

小
・
中
学
生
▼
俳
句
の
部

獅

２
句
以
内
、
短
歌
の
部獅

１
首

●
そ
の
他
　
応
募
規
定
に
違
反
し

た
人
は
失
格
無
効
と
し
ま
す

●
申
し
込
み
　
１
部
門
に
つ
き
１

人
１
枚
、
は
が
き
に
、
か
い
書
で
、

表
面
に
部
門
・
郵
便
番
号
・
住
所
・

氏
名
・
筆
名（
フ
リ
ガ
ナ
）・
電
話

番
号
・
年
齢
を
縦
書
き
で
記
入
し

（
市
外
応
募
資
格
者
は
、
学
校
名
・

勤
務
先
ま
た
は
文
化
協
会
所
属
団

体
名
も
記
入
）、裏
面
は
上
段
２
㎝

の
余
白
を
設
け
て
作
品
の
み
を
縦

■
文
芸
・
技
芸
・
趣
味
の
集
い

●
と
き
　
　
月
８
日
晶
～
　
日
掌
、

１０

１０

　
月
上
旬

１１●
と
こ
ろ
　
市
民
会
館
・
文
化
セ

ン
タ
ー
ほ
か

●
部
門
　
美
術
・
芸
能
を
除
く
部

門●
申
し
込
み
　
７
月
　
日
昭
ま
で

１５

に
市
民
会
館
へ

■
第
　
回
安
美
展

６７

　
出
品
申
し
込
み
は
９
月
　

日
昌

２９

～
　

月
９
日
松
で
す
。
詳
細
は
本

１０
紙
６
月
　
日
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

１５

●
と
き
　
前
期（
一
般
）獅
　
月
　

１０

３０

日
松
～
　
月
７
日
掌（
　
月
１
日

１１

１１

捷
、
４
日
昭
は
休
館
）　
後
期（
審

査
員
・
グ
リ
ー
ン
リ
ボ
ン
受
賞
作

家
・
委
嘱
・
賛
助
）獅

　
月
　
日

１１

１３

■問 
▼
市
民
会
館

（
緯〈
　
〉１
１
５
１
）

７５
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

（
緯〈
　
〉６
８
５
３
）

７７

月
⚘
日
晶
～

月

日
掌

１⚐

１１

⚒⚘

市
民
芸
術
祭
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犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
、
罪
を

犯
し
た
人
の
更
生
へ
の
理
解
を
深

め
、
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て
犯

罪
や
非
行
の
な
い
社
会
を
め
ざ
し

ま
し
ょ
う
。

　
運
動
期
間
中
、
市
内
各
所
で
さ

ま
ざ
ま
な
活
動
を
し
ま
す
。

■
街
頭
広
報
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

●
と
き
　
７
月
１
日
昭
午
前
８
時

　
分
～
午
後
６
時

３０●
と
こ
ろ
　
市
内
各
ス
ー
パ
ー
・

駅
な
ど
　

■
協
力
雇
用
主
へ
の
登
録
を

　
協
力
雇
用
主
と
は
、
犯
罪
や
非

行
歴
の
あ
る
人
た
ち
を
差
別
し
な

い
で
雇
用
し
、
そ
の
更
生
に
協
力

し
て
い
る
事
業
所
を
い
い
ま
す
。

現
在
　

事
業
所
が
登
録
し
て
い
ま

２３

す
。
し
か
し
、
更
生
保
護
対
象
の

人
た
ち
が
働
き
場
所
に
困
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
よ
り
多
く
の
事
業

所
の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
標
語
作
文
表
彰
式
・
講
演
会

●
と
き
　
７
月
　
日
昌
午
後
１
時

２８

●
と
こ
ろ
　
市
教
育
セ
ン
タ
ー
　

●
講
師
／
演
題
　
林
 秋
  雄
 氏（
元

あ
き
 お

知
立
保
護
司
会
会
長
）／「
更
生
保

護
活
動
に
携
わ
っ
て
　
年
」

３５

■
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
標
語
・

作
文
入
賞
者
決
定

●
標
語
　

応
募
数
糸
２
４
６
３
点

受
賞
者
は
次
の
皆
さ
ん
。〈敬

称
略
〉

最
優
秀
賞
糸「
だ
い
じ
だ
ね
　
笑

顔
・
あ
い
さ
つ
　
思
い
や
り
」杉

浦
 大
  斗
 （安
城
南
部
小
１
年
）　
優

や
ま
 と

秀
賞
糸
西
川
 浩
  志
 （梨
の
里
小
６

こ
う
 し

年
）、澤
田
 明
  宏
 （安
城
南
部
小
４

あ
き
 ひ
ろ

年
）　
入
選
糸
後
藤
 拓
  哉
 （安
城
南

た
く
 や

部
小
５
年
）、久
保
 勝
 
し
ょ
う

 太
  郎
 （安
城

た
 ろ
う

北
中
３
年
）、太
田
 智
  士
 （東
山
中

さ
と
 し

１
年
）、原
田
 沙
  季
 （安
城
北
中
２

さ
 
き

年
）、浜
田
 治
  佳
 （同
中
２
年
）

は
る
 よ
し

●
作
文
　

応
募
数
糸
　
点
７５０

受
賞
者
は
次
の
皆
さ
ん
。〈

敬
称
略
〉

最
優
秀
賞
糸「
仲
間
の
大
切
さ
」西

岡
 拓
  飛
 （安
城
北
中
２
年
）　
優
秀

た
く
 と

賞
糸
細
井
 里
  歩
 （同
中
３
年
）　
入

り
 
ほ

選
糸
杉
坂
 夏
  代
 （同
中
２
年
）、高

な
つ
 よ

橋
 和
  希
 （同
中
１
年
）

か
ず
 き■問 

▼
社
会
福
祉
課

（
緯〈
　
〉２
２
２
４
）

７１

７
月
⚑
日
昭
～

日
松

⚓１

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動



　
環
境
首
都
コ
ン
テ
ス
ト
が
開

催
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、

多
く
の
市
民
は
ご
存
じ
か
と
思

う
。
そ
も
そ
も
は
　
年
ほ
ど
前
、

２０

ド
イ
ツ
の
都
市
環
境
の
改
善
を

図
る
目
的
で
実
施
さ
れ
た
も
の

だ
が
、
日
本
で
も
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
中

心
と
な
っ
て
９
年
前
か
ら
始
め

ら
れ
て
い
る
。

　
本
市
は
８
回
連
続
で
参
加
し

て
お
り
、
平
成
　
年
度
は
、
環

２１

境
政
策
へ
の
自
負
を
持
つ
全
国

　
自
治
体
が
参
加
す
る
中
、
総

５８合
３
位
と
い
う
評
価
を
い
た
だ

け
た
。
環
境
活
動
に
取
り
組
ん

で
来
ら
れ
た
多
く
の
皆
さ
ん
に
、

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。

　
部
門
別
で
は
、
全
国
１
位
の

評
価
を
得
ら
れ
た
活
動
も
あ
り
、

次
に
紹
介
申
し
上
げ
た
い
。

・
住
民
と
と
も
に
チ
ェ
ッ

ク
す
る
仕
組
み
･
情
報

公
開

・
自
治
体
内
部
に
お
け
る

環
境
基
本
行
動

・
職
員
の
資
質
・
政
策
能

力
の
向
上
、
総
合
的
な

行
政
推
進
と
予
算
編
成

ま
た
、
環
境
施
策
の
手
本

と
な
る
先
進
事
例
に
、
エ

コ
サ
イ
ク
ル
シ
テ
ィ
計
画

「
ま
ち
の
自
転
車
屋
さ
ん
」

が
選
ば
れ
た
。「
ま
ち
の
自

転
車
屋
さ
ん
」加
盟
店
で
、
気

軽
に
自
転
車
の
相
談
に
乗
っ
て

い
た
だ
け
る
体
制
が
整
っ
た
。

地
味
な
事
例
だ
が
、
ご
理
解
く

だ
さ
っ
た
自
転
車
屋
さ
ん
の
協

力
は
あ
り
が
た
い
。

　
ま
だ
ま
だ
至
ら
ぬ
部
門
も
あ

る
が
、
環
境
先
進
都
市
と
し
て

の
評
価
は
定
着
し
つ
つ
あ
る
。

環
境
と
い
う
テ
ー
マ
が
重
視
さ

れ
る
時
代
、
多
く
の
人
々
は
環

境
の
優
れ
た
都
市
で
の
生
活
を

望
む
こ
と
だ
ろ
う
。

　
こ
の
時
代
、
生
活
環
境
の
優

れ
た
ま
ち
と
評
価
さ
れ
る
こ
と

で
、
都
市
と
し
て
の
ブ
ラ
ン
ド

が
確
立
で
き
る
の
で
は
な
い
か

と
考
え
る
。「
安
城
に
住
ん
で
い

ま
す
」、「
故
郷
は
安
城
で
す
」と

口
に
す
る
こ
と
が
、
市
民
に
と

っ
て
の
誇
り
に
な
る
よ
う
、
わ

た
し
た
ち
の
暮
ら
し
の
環
境
を

向
上
さ
せ
て
い
き
た
い
。

　
最
近
、
こ
ん
な
環
境
標
語
に

共
感
を
覚
え
た
。

　
誰
か
じ
ゃ
な
い
！
 自
分
が

主
役
の
美
化
活
動

　
立
派
な
自
覚
を
持
つ
市
民
が

増
え
れ
ば
、
安
城
市
は
間
違
い

な
く
日
本
の
環
境
首
都
に
な
れ

る
と
思
う
。

　
第
１
号
被
保
険
者
（
　

歳
以
上
）

６５

の
皆
さ
ん
へ
、
介
護
保
険
料
納
入

通
知
書
を
送
付
し
ま
す
。

　
保
険
料
の
納
付
方
法
は
、
受
け

取
る
年
金
の
種
類
と
額
に
よ
っ
て

異
な
り
ま
す
。

〈
基
準
〉

老
齢
・
退
職
・
遺
族
・
障
害
年
金

が
、
年
額
　

万
円
以
上
止
特
別
徴

１８

収
、
年
額
　

万
円
未
満
止
普
通
徴

１８

収■
特
別
徴
収
の
場
合

　
年
金
か
ら
、
保
険
料
が
天
引
き

さ
れ
ま
す
。（
老
齢
福
祉
年
金
か
ら

は
天
引
き
さ
れ
ま
せ
ん
）

　
４
・
６
・
８
月
分
は
、
仮
徴
収

通
知
書
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、

７
月
中
旬
に
、
１
年
間
分
（
４
月

～
来
年
３
月
分
）の
確
定
し
た
保

険
料
と
年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ
る

額
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
な
お
、
今
年
　

月
か
ら
特
別
徴

１０

収
に
な
る
人
は
、
４
～
９
月
分
の

保
険
料
を
納
付
書
ま
た
は
口
座
振

替
で
納
付
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

※
年
度
途
中
で
　
歳
に
な
っ
た
人

６５

や
安
城
市
に
転
入
し
て
き
た
人

は
、
年
金
か
ら
の
天
引
き
が
で

き
な
い
た
め
、
普
通
徴
収
に
な

り
ま
す
。

　
　

な
お
、
翌
年
度
か
ら
は
特
別

徴
収
に
な
り
ま
す
。

■
普
通
徴
収
の
場
合

　
年
金
か
ら
の
天
引
き
と
な
ら
な

い
人
は
、
７
月
中
旬
に
、
今
年
度

分
の
納
付
書
ま
た
は
口
座
振
替
通

知
書
を
送
付
し
ま
す
。

●
納
期
　
７
月
～
来
年
２
月
の
毎

月〈納
付
は
口
座
振
替
が
便
利
で
す
〉

　
申
し
込
み
は
、
市
内
金
融
機
関
、

ゆ
う
ち
ょ
銀
行
、
郵
便
局
ま
た
は

介
護
保
険
課
へ

※
振
替
希
望
口
座
の
通
帳
と
そ
の

届
け
出
印
が
必
要
で
す
。

介
護
保
険
料
納
入
通
知
書
を
送
付

■問 
▼
介
護
保
険
課

（
緯〈
　
〉２
２
２
６
）

７１
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根羽村植樹祭で植樹するわた根羽村植樹祭で植樹するわたしし
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能徒（ＮＯＴＯ）
のう と

和太鼓を楽しもう！

サークルを立ち上げて２
か月余り。太鼓の基礎打ち
の練習をしています。「気楽
に楽しく」がモットーで、
現在のメンバーは、大学生、
主婦、会社員などさまざま。
いつも円になって、心と音
を一つにしています。メン
バーからは、「気持ちいい」
「体力・集中力がつく」とい

■時月２回掌午後５時３０分～１０時 ■場青少年の家 ■￥１回２０００円 ■講富本
仁氏 ■問千賀安幸さん（察０９０〈４１９４〉７８８９）
ひとし

う声も。７月１８日掌には、体験教室を開催します。詳細は問い合わせて
ください。みなさん、気軽にご参加くださいね。

喜んでいます。友人に、わたしの
話をしているようです。とても照
れくさいですが、喜んでくれて本
当にうれしいです。
而普段のわたし
海外に興味があり、大学では英
語科を専攻。アメリカにホームス
テイしたこともあり、洋
画もよく観ます。また、
チャレンジ精神旺盛で、

おう せい

何に対しても積極的。ソ
フトボール、そろばん、
書道、ピアノ、ヒップホ
ップダンスなど、いろい
ろ取り組んできました。
野球も大好きで、休日は、
高校野球、大学野球、プ
ロ野球の観戦に行ってい
ます。
而七夕まつりに向けて
わたしの長所は、明る
さと笑顔。どこへ行って
も元気よくあいさつし、

而応募のきっかけ
何よりも、小さいころから毎年
出かけていた七夕まつりが大好き
なんです。母の薦めもあり、親善
大使としてまつりに関わることが
できれば、と思い応募しました。
而オーディションのとき
スピーチの時間は、わずか１分

３０秒。順番が来る直前まで、審査
員や観客の皆さんに何を伝えよう
か、ずっと考えていました。よう
やく出た結論は、「笑顔で元気に話
そう」。本番では、緊張しながらも、
何とかやりとげたと思います。選
ばれた瞬間はまず「びっくり！」。
その後、一気にうれしさがこみ上
げてきました。応援に来てくれた
家族の、すごく喜んでくれている
姿をステージから見た時は、幸せ
な気持ちでいっぱいになったのを
覚えています。
而親善大使になって
両親や小学生の弟、特に祖母が

佐藤唯さん（小川町）
ゆい

安城の素晴らしさを全国の人に伝
えたいです。選んでくださった皆
さんに感謝し、自分の言動に責任
を持ち、常に品位ある行動を心が
けたいと思います。七夕まつりを
楽しんでいただけるように頑張り
ますので、よろしくお願いします。

安城七夕親善大使
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市民伝言板は、サークル会員の募集やイベント情報を掲載するコーナ
ーです。みなさんからの投稿をお待ちしています。
注意事項 ▼①営利目的や政治活動、宗教関係のもの ②特定の人や団体
のみを対象としたもの ③公序良俗に反するなど、行政広報の公共性、
公益性を損なう恐れがあるものは、掲載できません。
その他、申し込み方法など詳しくは、秘書課広報広聴係まで。

芳墨會書作展

各自の向上をめざした書作展
■時７月１４日昌～１８日掌午前９時
～午後５時（１４日は午後１時か
ら、１８日は午後４時まで）
■場市民ギャラリー
■問神谷采邑さん（察〈９２〉１９２２）

さい ゆう

豊泉水墨画会・墨泉会合同展

点描画法で、水墨画・風景画
を写実的に描いています。
■時７月２８日昌～８月１日掌午前
９時～午後５時（１日は午後４
時まで） ■場市民ギャラリー
■問山口豊泉さん（察〈７６〉５０５１）

ほう せん

コープ野村わいわい広場

親子でいろいろ体験します。
■時月１回捷午前１０時～１１時
■場コープ野村コミュニティーセ
ンター ■￥年額２０００円 ■対未就
園児とその親 ■問見

けん

城
じょう

供子さん
とも こ

（察０９０〈８０７３〉６６６４）

フィフティーンラブ テニス

コーチを招いて練習します。
■時毎週昌午前１０時～１１時３０分
■場南部公民館 ■￥月額５０００円
■対簡単なラリーができる人
■問木村由布子さん（察０９０〈８４７５〉

ゆ う こ

５７６３）

「竹芸の美」竹工芸展

竹で創作した美術作品の展示
■時７月２３日晶～２５日掌午前１０時
～午後６時（２３日は午後１時か
ら） ■場市民会館
■問杉浦暢さん（察〈７４〉５５５９）

とおる

ダンス友の会

人生に夢と健康を！
■時毎週昭午前１０時～正午 ■場総
合福祉センター ■￥月額３５００円
■講塚本知予子氏

ち よ こ

■問井本和男さん（察〈７４〉６４９３）

講演会「７か国語で話そう」

「赤ちゃんに学ぼう」をテーマ
に、体験を交えた楽しい話
■時７月９日晶・１１日掌午前１０時
～正午 ■場市民会館 ■他託児あ
り ■問ヒッポファミリークラブ
牧令奈さん（察０９０〈４４６６〉１３２４）

れい な

桜井チアダンスサークル

多くの国で親しまれている太
極拳です。
■時毎週昇午後１時～２時３０分
■場安城西尾公民館 ■￥月額３０００
円 ■他捷夜、松昼の部もあり
■問築山光子さん（察〈７５〉０３３９）

ＪＡＰＡ写真展２０１０

安城太極拳同好会

一緒に楽しく踊りましょう☆
■時毎週昇午後６時３０分～７時１５
分 ■場桜井福祉センター ■￥月
額２０００円 ■対園児（年中）以上
■問 辻奈津子さん（察０９０〈１２９５〉
１５７０）

■時８月３日昇～８日掌午前９時
～午後５時（３日は午後１時か
ら、８日は午後４時まで）
■場市民ギャラリー
■問鶴田郁夫さん（察〈７５〉９０１９）

ミニテニスひまわりクラブ

会員を募集します。一緒に楽
しく運動しましょう。
■時毎週昭午後１時３０分～４時
■場南部公民館 ■￥月額１０００円
■問浅田賢さん（察〈７５〉０２８２）

けん

安城ブロンコバスターズ

スクエアダンス（ウオーキン
グダンス）の初心者募集！
■時毎週松午後３時～４時３０分
■場北部公民館 ■￥半年５０００円
■問三輪里子さん（察〈９８〉８３５８）



今回のスクールナビは、桜町
小学校を紹介します。
◆夢のある楽しい学校
昨年度に誕生したマスコット
キャラクター「桜王子のサッキ
ー」。創立３０周年を機に、「プール
壁画」「南吉ビッグアート」「遊具
のリニューアル」など、子ども
たちのアイデアを生かしたさま
ざまな活動をしました。今年度
も全校児童による「夢のある楽
しい学校づくり」が進行中です。

◆笑顔いっぱいの児童会行事

「こいのぼり大通り」「桜町ハ
ロウィンコンテスト」「クリスマ
スコンサート」など、児童会が
中心となる行事は、どれも子ど
もたちの笑顔がいっぱい。「七夕
大通り・七夕横丁」で
は、高学年と低学年の
児童がペアとなり、一
緒に願い事を書いた短
冊を飾ったり、お店巡
りをしたりして楽しく
過ごす姿が見られます。

「桜町小では、だれもが主役」と
なれるよう、全員が楽しめる行
事を企画しています。
◆生き生き「南吉学習」
毎朝、教室から聞こえてくる

子どもたちの音読。本校で作成
した詩集「南吉のうた」を活用し、
学年や全校集会でも群読をして
います。夏休みの自由研究では、
「南吉童話」を読んで、紙芝居や
絵本作りに取り組む子も大勢い
ます。桜町っ子は、いつも南吉
先生の心を感じながら、学校生
活を送っています。

広報あんじょう 2010.7.1 芽

鹿児島県薩摩川内市
篤姫ブームで
薩摩の国をご存
じの人も多いと
思います。わた
しが生まれ育っ
たのは、鹿児島

県薩摩郡。平成の大合併で、現
在は薩摩川内市です。当時は３０

せん だい

戸ほどで、電気もバスも電車も
ありません。ランプの灯りで宿
題をし、郵便屋さんが配達して
くれる新聞を、父が家族に読み
聞かせてくれました。月に１回
は、近所の集会場にてんぷらな
どを持ち寄り、太鼓や三味線を
楽しみながら宴会しました。
昭和１９年、戦争が激しくなり、
東京にいた兄嫁さんが帰ってき
ました。兄は、海軍の士官候補
生。兄嫁は赤十字の看護師で、
垢抜けたきれいなお義姉さん。
あか

このお義姉さんが、慣れない田
畑の仕事や、山でのまき取りを
していました。みんなと同じよ
うにはできませんでしたが、不
平不満を一言も言いませんでし
た。母やわたしたち姉妹をとて
も大事にしてくれた、日本一優
しい、自慢のお義姉さん！今で
はずいぶん年をとりましたが、

電話の向こうで「帰っておいで」
といつも言ってくれます。帰郷
した時は、隣近所の人も、「戻っ
てきたか。茶をいっぺ（一杯）飲
んでけ！」と鹿児島弁で声をか
けてくれます。故郷には、お金
では買えない温かいものがたく
さんあります。

太田操さん（桜井町）
みさお

桜町小学校

「南吉のうた」「南吉のうた」をを群読する２年生群読する２年生

七夕横丁七夕横丁のの魚釣り魚釣り

生まれ育った生まれ育った家家

桜王子のサッキ桜王子のサッキーー



上条町内会の藤
岡会長に、縄文土
器が出土する歴史
のまち、上条町を
紹介してもらいま
す。

◆富士塚
１５４０年（天文９年）から９年間、
徳川家康の父松平広忠と、織田信
長の父織田信秀との間に、６回の
戦いがありました。
当時、安祥城は松
平の前線基地だっ
たので、この付近
の戦闘が激しく、
敵味方数百人が討
ち死にしました。
後に、これを弔う
ため、多くの供養
塚を建てました。
その一つが富士塚

です。現在、その周辺は、娯楽遊
技場であり、世の移り変わりを感
じます。
◆上条弁財天で大祭

１６０１年（慶長６年）、岡崎市の青
野より弁財天が勧

かん

請されました。
じょう

その後、不思議なことに、清水が
こんこんと湧き出て、豊作に恵ま
れました。ご霊水は、「おでき」「い
ぼ」「眼病」に効くと言われ、また、
弁財天は、音曲・芸能・子宝を授
かる神として信仰されています。
毎月３日は例祭、９月は大祭を開

催し、大文字の炎がたち、子ども
花火のサービスもしています。
◆まちの伝統を継承
まちの東にある森は、市の里山

保存指定を受ける上条白山媛神社。
はく さん ひめ

自慢は、小学３・４年生の子が、
地域の長老たちから笛、太鼓、巫
女の舞を教わり、毎年１０月の大祭
で奉納神楽を披露することです。
伝統継承は大変ですが、歴史と伝
統をつないでいくことが、まちの
団結と、住みよいまちを作ること
につながっていくと思います。

広報あんじょう 2010.7.1蛾

「わたしの望遠郷」コーナーでは、みなさんからの投稿をお待ちしています。
市外・県外・海外に住んでいた人、すてきな思い出や自慢のふるさとを紹介してください。
詳しくは、電話で秘書課広報広聴係（緯〈７１〉２２０２）へ。掲載者には記念品を差し上げます。

今月の舞台 上条町

音楽大好きな優芽です♪歌に
合わせておしりフリフリ。毎日
楽しいでーす。拓夢お兄ちゃん
のことも大好きでーす璽

お父さん：哲哉さん
てつ や

お母さん：めぐみさん（安城町）

ぼくたちは６月２３日に１歳に
なった知矢と直矢です。ブーム
は公園のすべり台。早くひとり
ですべれるようになりたいな。
お父さん：豪也さん

ひで や

お母さん：史珠枝さん（東栄町）
し ず え

優しいお姉ちゃんのゆあと、
お姉ちゃんが大好きなあいなで
す。楽しい音楽が流れると、い
つもふたりで踊っちゃうよ♪
お父さん：友洋さん

とも ひろ

お母さん：ゆかりさん （緑町）

杉
本
拓
夢
く
ん（
３
歳
）

た
く

む

優
芽
ち
ゃ
ん（
１
歳
）

ゆ

め

塩谷
しお たに

知矢くん（右・１歳）
とも や

直矢くん（１歳）
なお や

加藤結愛ちゃん（５歳）
ゆ あ

愛菜ちゃん（１歳）
あい な

富士富士塚塚

大大祭祭

神楽のよう神楽のようすす



賀広報あんじょう 2010.7.1

パイプいすなど、驚きのものまで落ちていました。
「もっと拾いたかった」という声も。

■日６月３日 ■場油ヶ淵
⑦明祥中クリーン活動in油ヶ淵

植樹祭in根羽村（写真５）では、「矢作川水源の森」に木を植えました。森を守ることが
豊かな水を守り、自然を育みます。その恵みの水を矢作川から安城へ運んでくる有名
な用水を「○○用水」といいます。さて、○○に入る漢字２字は何でしょうか？

プール清掃を前にヤゴを救出。さらに教室で飼育し、
命の大切さや生態を学びます。

■日６月１日 ■場中部小学校
①プールのヤゴを救う大作戦

小型ポンプの部２６分団、ポンプ車の部４分団が参加
して、日ごろの練習の成果を競いました。

■日６月６日 ■場安城消防署
③安城市消防操法競練会

親子でスポーツや工作などにチャレンジ。地域の皆
さんの指導もあり、お父さんも真剣です。

■日６月１２日 ■場明和小学校
④親子ふれあい学級

５年生全員で田植えを体験。田植えから稲作を考え、
お米について、みんなで調べました。

■日５月２５日 ■場今池小学校東の田んぼ
⑥田んぼの学校in上倉

安城５３０運動連絡会３０周年記念事業として、作野小
学校でも学区内の清掃活動をしました。

■日５月３１日 ■場作野小学校周辺
②学区５３０大作戦

ご み ぜろ

大自然を満喫しながら、矢作川水源の森に植樹しま
した。気持ちいい汗が環境を守ります。

■日６月５日 ■場長野県根羽村
⑤植樹祭in根羽村



雅 広報あんじょう 2010.7.1

クイズの答え・住所・氏名をはがき、またはＥメール（表題を「フォトでクイズ回答」としてください）に記載し、
７月２１日昌までに秘書課広報広聴係へ。（送付先詳細は裏表紙下に記載しています）
６月１日号の答え：コン「ポ」ストです。 ※当選者の発表は賞品の発送をもってかえさせていただきます。

クイズの正解者の中から抽せんで５人に、記念品を差し上げます。

⑦の取材者：職場体験記者 鈴木くん



■時 ７月３０日晶午前１０時～午後１時
■場 安城農業技術センター（池浦町）
■内 安城産のいちじくを使った焼き菓子・
デザート作り。安城産の夏野菜を使
ったカレーライス、スイカ割り、ク
イズもあります

■対 市内の小学生とその保護者（３歳以
上の子の同伴可）

■定 １５組（先着順）
■￥ １人５００円
■持 エプロン、マスク、三角巾、タオル、
水筒、必要に応じ持ち帰り用容器

■申 ７月６日昇～１５日昭午前８時３０分～
午後５時１５分（松掌を除く）に電話で
農務課（緯〈７１〉２２３３）へ

■時 ７月１７日松

午後１時３０
分～３時

■内 丈山苑内に
ある石川丈
山石碑の解
説と勉強会

■講 神谷 宣  行 氏（市文化財保護委員）
のぶ ゆき

■￥ 入苑料１００円（中学生以下は無料）
■場 ■問 丈山苑（緯〈９２〉７７８０）

■場 ■問 同クラブハウス（緯〈９２〉７１１２）
■他 入園料別途。都合により変更する場
合があります。詳細は問い合わせて
ください。
ジェルキャンドル教室　　　　　　　
■時 ７月１７日松～１９
日抄午前１０時か
ら

■定 各５０人（当日先
着順）

■￥ １２００円から
手作りアイスクリーム教室　　　　　
■時 ７月１７日松～１９日抄・２４日松・２５日
掌午前１０時３０分・１１時３０分、午後１
時・２時・３時

■定 各１６人（先着順）
■￥ ５００円
■申 当日午前９時３０分から同クラブハウ
スへ

手作りパン教室　　　　　　　　　　
■時 ７月１７日松～１９
日抄・２４日松・
２５掌午後１時・
２時３０分

■定 各１８人（先着順）
■￥ ５００円
■申 当日午前９時３０分から同クラブハウ
スへ

ガラス細工教室　　　　　　　　　　
■時 ７月２４日松・２５日掌午後１時・２時・
３時

■内 ストラップ・イヤリング作り
■定 各８人（当日先着順）
■￥ １０００円から
フォトマスターＥＸ写真講座　　　　
■時 ８月１３日晶・２７日晶午前１０時（全２
回）

■講 鶴田 郁  夫 氏
いく お

■定 ２０人（先着順）
■￥ ２４００円
■申 ７月１４日昌午前９時３０分から同クラ
ブハウスへ

■申 ７月７日昌午前９時から電話で市子
育て支援センター（緯〈７３〉６３３６）へ

■他 １人１講習まで
親子遊び講習会　　　　　　　　　　
■時 ８月５日昭午前１０時～１１時３０分
■場 昭林公民館
■内 ママと楽しく体で遊ぼう
■講 戸田とみ子氏（サンフェローズ代表）
■対 乳幼児とその保護者
■定 ４０組（先着順）
■持 運動のできる服装、バスタオル
子育て何でも相談広場　　　　　　　
■時 ９月６日捷午前１０時～１１時３０分
■場 市子育て支援センター（錦保育園）
■内 入園を控えての子育て
■対 乳幼児とその保護者
■定 １５組（先着順）
■他 託児あり
育児講習会　　　　　　　　　　　　
■時 ９月１６日昭午前１０時～１１時３０分
■場 昭林公民館
■内 子どもとのコミュニケーション
■講 中野 雪  乃 氏（親業インストラクター）

ゆき の

■対 乳幼児の保護者
■定 ３０人（先着順）
■他 託児あり

子育て支援センターの
催し・講座

デンパーククラブハウスの
教室・講座

詩碑の散歩道

広報あんじょう　2010.7.1 餓

親子お菓子作り

■時 ８月１日掌午前９時３０分～午後１時
■場 文化センター
■内 安城産の米を使った箱ずしづくり
■対 小学生以上の子とその父親
■定 １２組（定員を超えた場合は抽せん）
　※１組３人まで。
■￥ １人３００円
■申 ７月１日昭～９日晶午前８時３０分～
午後５時１５分（松掌を除く）に市民活
動課（緯〈７１〉２２１８）へ

絶品！パパとつくる手づく
り箱ずし

■時 ８月１日掌午前９時１５分～午後３時
■場 市スポーツセンター
■内 種目獅下表のとおり

■対 市内在住・在勤・在学のアマチュア
競技者

■￥ １００円（市内在学の小・中学生は無料）
■他 公共交通機関、乗り合わせでお越し
ください

■申 ７月２日晶～１８日掌午前９時～午後
５時（捷を除く）に所定の申込書を持
って市体育館（緯〈７５〉５１８２）へ
　※申込書は、同館、ＮＰＯ法人安城
市体育協会、同協会ウェブサイト、
市スポーツセンター、マーメイドパ
レスで配布。

女　子男　子部
５０ｍ自・平・背５・６年

小学生
２００ｍリレー

１００ｍ自・平・背
４００ｍリレー中学生

５０ｍバタ１００ｍバタ
１００ｍ自・平・背

・バタ
４００ｍリレー

１６歳以上
（高校生・
大学生含む）

５０ｍ自・平・背
２００ｍリレー

２０歳以上
（大学生含む）

５０ｍ自・平・背３０歳以上
２５ｍ自・平
５０ｍ自・平

４０歳以上
５０歳以上

安城選手権大会
夏季水泳競技会

■時 ８月２２日掌午前８時４５分
■場 東山動植物園（雨天時は行き先を変
更する場合あり）

■対 市内在住ひとり親家庭の子とその親
■定 ４０人（先着順）
■￥ １人１３００円（３歳以下は無料）
■申 ７月４日掌～２０日昇に参加者の氏名・
住所・電話番号をファクスで母子福
祉会 成  島  清  美 さん（緯・胃〈９９〉６５５４）

なり しま きよ み

へ
　※４日午前８時～正午のみ電話受付
可。

■問 社会福祉課（緯〈７１〉２２２３）

ひとり親家庭
「おやこバス旅行」

■時 ７月１１日掌午後６時
■場 集合場所獅市総合運動公園芝生広場
（青少年の家前）
■内 種目獅１５００杓（一般男子）、３０００杓（一
般女子）、５０００杓（一般男女、４０歳以
上男子、５０歳以上男子）

■￥ ３００円
■申 当日会場で受け付け
■問 市体育館（緯〈７５〉５１８２）

市町村対抗駅伝代表予選会



■場 ■問 堀内公園（緯〈９９〉５９４７）
「水の舞台」開放　　　　　　　　　　
■時 ７月６日昇～８月３１日昇（捷、７月
２０日昇を除く。ただし、７月１９日抄

は開放）　昇～昭獅午前１０時～午後
４時　晶～掌、７月１９日獅午前１０時
～午後５時
　※天候などで中止する場合あり。
■対 小学生以下（未就学児の子は、１８歳
以上の保護者同伴。おむつ利用の子
は利用不可）

模擬店　　　　　　　　　　　　　　
■時 ７月１７日松～１９日抄午前１０時から
■内 射的・スーパーボールすくい・千本
引き

■定 各１００人（先着順）
■￥ １回１００円
作って遊ぼう紙飛行機教室　　　　　
■時 ７月１７日松～２５日掌午前１０時から
（２０日昇を除く）

■対 小学生以下
■定 各２００人（先着順）
スタンプラリー　　　　　　　　　　
■時 ７月２７日昇～３１日松午前９時～午後
４時

■内 ４つの有料遊具に乗ってスタンプを
集めた人に粗品を進呈

■対 小学生以下（１８歳以上の保護者同伴）
■定 各１００人（先着順）
■￥ 遊具利用料

■時 ７月２５日掌午前１０時、午後２時
■内 泥だらけの純情　監督獅中平康、出
演獅吉永小百合ほか

■場 ■問 歴史博物館（緯〈７７〉６６５５）

■時 期間・日時
■場 場所
■内 内容
■講 講師・指導
■対 対象・資格
■定 定員・募集人数

■￥ 費用・受講料など
■持 持ち物
■他 その他
■申 申し込み方法など
■問 問い合わせ先

なお、■対 どなたでも、■定 特になし、
■￥ 無料の場合は記載を省略していま
す。

堀内公園の催し

広報あんじょう　2010.7.1駕

　出演団体が、協力して
つくり上げる手作りの演
劇祭です。日ごろの練習
の成果を発表しましょう。
■時 来年２月６日掌（応募
状況により２月５日松

も開催）
■場 文化センター
■申 ７月３１日松までに、代
表者の住所・氏名、団
体名、電話・ファクス
番号を記入し、郵送か
ファクスで市民会館（〒４４６－００４１桜町１８－２８／胃〈７５〉１１５２／緯〈７５〉１１５１）
へ

■時 ７月１７日松・２４日
松・３１日松午前１０
時～１１時３０分

■場 安祥閣
■対 女性
■￥ １回５００円
■申 希望開催日の前日までに安祥閣（緯

〈７４〉３３３３）へ

浴衣着付教室

映画会
「懐かしの日活映画特集」

■内 ■時 梅雨の雨はアリアドネ姫の涙かも
かんむり座獅４日掌・１１日掌午後１
時３０分・３時　きゃふばいぼし獅１８
日掌・２５日掌午後１時３０分・３時

　※毎松・抄の午後１時３０分・３時か
らの投映でも生解説あり。

■場 ■問 文化センター（緯〈７６〉１５１５）

プラネタリウム
７月の生解説

■時 ７月１５日昭午後２時３０分～４時
■場 市教育センター
■内 動かそうセントレアへの道
■講 山本 勝  子 氏（知多半島総合研究所副

かつ こ

所長・知多ソフィア観光ネットワー
ク代表）

■問 企画政策課（緯〈７１〉２２０４）

中部国際空港アクセス
講演会

■場 ■問 マーメイドパレス（緯〈９２〉７３５１）
スイカの種飛ばし大会　　　　　　　

■時 ７月１１日掌午前１１時
■内 小学生未満・小学生の部獅的に向か
って種飛ばし　一般の部獅飛距離を
競う種飛ばし

■定 小学生未満の部獅３０人、小学生低学
年（１～３年生）の部獅３０人、高学年
（４～６年生）の部獅３０人、一般の部
（中学生以上）獅男女各１０人（いずれ
も先着順）

■￥ 施設使用料
■他 終了後、プール利用者へスイカの試
食会あり（無くなり次第終了）

■申 当日午前１０時３０分から屋外プールサ
イドへ

夏期利用時間延長　　　　　　　　　
■時 ７月１７日松～８月３１日昇　プール獅

午前１０時～午後８時　トレーニング
ルーム獅午前１０時～午後９時（いず
れも入場は３０分前まで）
早得キャンペーン　　　　　　　　　
■時 ７月１７日松～１９日抄

■内 くじをひき、当たりがでたら無料招
待券を進呈

■対 プール利用者
■定 各１００人（先着順）
フラダンスショー　　　　　　　　　
■時 ７月１９日抄午後１時
■内 地元フラダンスサークルのショー

マーメイドパレスの催し

■時 ７月１１日掌午前９
時～正午

■場 リサイクルプラザ
■問 清掃事業所（緯〈７６〉
３０５３）、当日の問い
合わせ（緯０９０〈９８９２〉２９３３）

今月の再生家具等入札販売



■時 ７月２２日昭午後１時３０分～３時１５分
■内 新教育課程が目指す教育の実現に向
けて

■講  　  階  玲  治 氏（教育創造研究センター
たか しな れい じ

所長・北海道教育大学特任教授）
■定 ２００人（当日先着順）
■場 ■問 教育センター（緯〈７５〉１０１０）

■時 ８月４日昌・２６日昭午前１０時～午後
１時３０分

■場 文化センター
■内 献立獅ライスフィッシュバーガー、
ラタトゥーユスープ、フルーツのヨ
ーグルトソースかけ

■講 ヘルスメイト（市健康づくり食生活
改善協議会会員）

■対 小学生
■定 各１６人（先着順）
■￥ ３００円
■持 エプロン、三角巾またはバンダナ、
筆記用具、子ども用スリッパまたは
上履き

■申 ７月５日捷～１２日捷午前８時３０分～
午後５時（松掌を除く）に電話で市保
健センター（緯〈７６〉１１３３）へ

　安城・碧南・刈谷・知立・高浜市在
住、在勤の人はどの会場でも受講可能。
■問 衣浦東部広域連合消防局消防課（緯

〈６３〉０１３５）
小児・乳児応急手当講習会　　　　　
■時 ７月１７日松午前９時～１１時
■場 高浜消防署
■内 小児・乳児の心肺 蘇  生 法、ひきつけ、

そ せい

のどに異物が詰まった時の処置
■定 ２０人（先着順）
■申 ７月５日捷午前９時から同署救急係
（緯〈５２〉１１９０）へ
普通救命講習会Ⅰ　　　　　　　　　
■時 ７月１８日掌午前９時
～正午

■場 刈谷消防署
■内 心肺蘇生法（気道確
保、人工呼吸、胸骨
圧迫）、ＡＥＤの使用
法、止血法など

■定 ２０人（先着順）
■申 ７月５日捷午前９時から同署救急係
　（緯〈２３〉１２９９）へ

救命講習会

広報あんじょう　2010.7.1 介

こども料理教室

■時 ７月２３日晶午後１時３０分～３時
■場 総合福祉センター
■内 子どもと高齢者がいっしょに活動。
おしゃべりや工作、わらびもち作り
など

■対 ■定 市内在住の６０歳以上の人獅１５人、
小・中学生獅２０人（いずれも先着順）

■申 ７月３日松午前９時から直接同セン
ターへ（電話受け付けは午後１時か
ら）

■問 総合福祉センター（緯〈７７〉７８８８）

いっしょに楽しく
お菓子作り

■場 埋蔵文化財センター
■対 市内在住・在学の小学４年生～高校
生

■定 各２０人（先着順）
■￥ １講座３００円
■申 ７月６日昇午前９時から電話で歴史
博物館（緯〈７７〉４４７７）へ
縄文の布を編む　　　　　　　　　　
■時 ７月２４日松午後１時～４時
■内 縄文人が作っていた布を編んでみよ
う！
貝輪をつくる～縄文ブレスレット～　
■時 ７月３１日松午後１時～４時
■内 おしゃれな縄文人の貝殻ブレスレッ
トを作ろう！
石器をつくる　　　　　　　　　　　
■時 ８月６日晶午後１時～４時
■内 獲物を仕留めるために作られた矢じ
りを作ろう！
勾玉（まがたま）をつくる　　　　　　
■時 ８月１１日昌午後１時～４時
■内 石を削ってオリジナルの勾玉を作ろ
う！

子ども考古学講座

■時 ７月２４日松午前９時（商品がなくな
り次第終了）

■問 商工課（緯〈７１〉２２３５）、クリエーショ
ンプラザ（緯〈７２〉５００２）
クリエーションプラザ会場（御幸本町）
■内 一色漁港で水揚げされた新鮮な魚介
類や海産物の販売
交流広場会場（御幸本町）　　　　　　
■内 地元産野菜や米粉パンなどの販売

今月のまちなか産直市

■場 ■問 デンパーク（緯〈９２〉７１１１）
ハスまつり　　　　　　　　　　　　
■時 ７月１７日松～８
月２日捷午前９
時３０分～午後５
時（昇を除く）
　※７月１７日～１９
日は午前６時か
ら。入園は正面
ゲートからのみ。

■内 ハスやスイレン
を観賞。蓮花茶のふるまい、ハスの
葉帽子・象鼻杯の体験もあります

■￥ 入園料、象鼻杯体験希望者は別途
２００円
不思議の森秘密基地づくり　　　　　

■時 ７月２４日松午前９時３０分～正午
　※雨天の場合は２５日掌に変更。
■対 小学生以下の子とその保護者
■定 ２０組（先着順）
■申 ７月５日捷～１８日掌午前９時～午後
６時（昇を除く）にデンパーク（緯〈９２〉
７１１１）へ

デンパークの催し

■時 ８月１８日昌午前９時３０分～午後１時
■場 市保健センター
■内 栄養バランスのとれた食事､貧血予
防食を学ぶ講義と調理実習

■対 妊娠中（出産予定月１０月～来年２月）
の人
　※家族の参加も可。
■定 ２４人（先着順）
■￥ ４００円
■申 ７月５日捷～８月１１日昌午前８時３０
分～午後５時１５分（松掌抄を除く）に
市保健センター（緯〈７６〉１１３３）へ

マタニティクッキング

教育センター
開所記念講演会



■時 ９月１４日昇まで
■内 大規模小売店舗において小売業を行
う者の氏名または名称の変更　店舗
名称獅エイデン安城店（三河安城東
町）

■場 ■問 県商業流通課（緯０５２〈９５４〉６３３８）、
市商工課（緯〈７１〉２２３５）

　７月１７日松は、機器更新作業のため、
固定資産税に関する証明発行はできま
せん。所得・納税に関する証明発行の
みとなりますので注意してください。
■問 市民税課（緯〈７１〉２２１３）

　受給者証の有効期限は７月３１日松で
す。更新の対象者へ、７月上旬に申請
書を送付します。必要事項を記入し、
提出してください。受け付け後、新し
い受給者証を送付します。
■対 所得制限あり（下表参照）
　※老人扶養親族は１人につき１０万円、
特定扶養親族は１人につき１５万円を
下記限度額に加算します。

■問 国保年金課（緯〈７１〉２２３２）

　８月１日掌から、父子家庭の父親へ
児童扶養手当を支給します。１１月３０日
昇までに申請をしてください。現在父
子家庭の人は、８月１日以前でも申請
ができます。また、県遺児手当・市遺
児手当を受給していて、児童扶養手当
の支給要件に該当する人は、改めて申
請が必要です。
　なお、受給には、家庭状況や所得の
審査があります。支給要件など、事前
に問い合わせてください。
■問 社会福祉課（緯〈７１〉２２２３）

大規模小売店舗立地法に係
る届出書の縦覧

固定資産税に関する証明発
行を休止

◆所得制限限度額
所得の限度額扶養親族などの人数
１９２万円０人
２３０万円１人
２６８万円２人
３０６万円３人
３４４万円４人
３８２万円５人

母子家庭等医療費受給者証
の更新

父子家庭へ児童扶養手当を
支給

■時 ９月５日掌・１２日掌

■場 名古屋市内
■申 ７月２６日捷～８月４日昌に、申込用
紙を持参か郵送で除消防試験研究セ
ンター愛知県支部（〒４６１－００１１名古
屋市東区白壁１－５０／緯０５２〈９６２〉
１５０３）へ
　※電子申請も可。受付期間獅７月２３
日晶午前９時～８月１日掌午後５時。
詳しくは、同ウェブサイトを参照。
　※申込用紙は、７月１２日捷から衣浦
東部広域連合消防局予防課（緯〈６３〉
０１３６）、安城消防署（緯〈７５〉２４５８）で配
布。

消防設備士試験

■内 １８ページ「７月のイ
ベントガイド」中部
児童センターの催し
獅誤：アンサンブル
ドルチェ、午前１０時
３０分～１１時　正：弦
楽アンサンブル・ド
ルチェ、午前１０時２０分～１１時３０分

■問 文化センター（緯〈７６〉１５１５）

　ホール舞台機構改修工事のため、次
の期間、ホールの利用はできません。
■時 来年２月８日昇～３月１０日昭

■問 文化センター（緯〈７６〉１５１５）

文化センターマツバホール
を改修

生涯学習情報誌「あんてな」
夏号のお詫びと訂正

　中部地域包括支援センターの相談機
能充実のため、１０月から、２階会議室
は利用できません。
　代わりに、１階機能回復訓練室を多
目的室とし、１０月から貸し出しします。
■内 ■￥ 別表のとおり

予約受け付け開始日諮福祉団体利用者
獅７月１日昭、一般利用者獅８月１日
掌

■問 社会福祉課（緯〈７１〉２２２４）

料金時間区分
５４０円午前９時～正午午前
６４０円午後１時～４時３０分午後
８１０円午後５時３０分～９時夜間
１６３０円午前９時～午後９時終日

中部福祉センター貸し出し
部屋を変更

◆◆◆衣浦東部広域連合ＮＥＷＳ◆◆◆

　平成２２年第１回衣浦東部広域連合議会臨時会を、５月２７日に開催しました。
この議会は、安城市・碧南市・高浜市選出の広域連合議会議員が辞職し、３
市議会で後任の議員が選出されたことに伴うものです。
　議会では、正副議長の選挙を行い、議長に近藤 正  俊 議員を、副議長に内藤

まさ とし

 皓  嗣 議員を選出しました。引き続き、広域連合副長・監査委員（議会選出）の
こう し

人事案件に同意しました。また、衣浦東部広域連合職員の勤務時間、休暇等
に関する条例の一部を改正する条例の制定、衣浦東部広域連合職員の育児休
業等に関する条例の一部を改正する条例の制定、水槽付き消防ポンプ自動車
購入に伴う財産の取得の３議案を可決しました。

〈以下敬称略〉
●今回選出の衣浦東部広域連合議会議員（議席番号順）
安城市選出獅石川 忍 

しのぶ

、武田 文  男 、都築 國  明 、
ふみ お くに あき

　　　　　　近藤 正  俊 、土屋 修  美 
まさ とし おさ み

碧南市選出獅三島 博 、原田ちよ子
ひろし

高浜市選出獅北川 広  人 、
ひろ と

内藤 皓  嗣 
こう し

●正副議長
議長／近藤正俊（安城市）
副議長／内藤皓嗣（高浜市）
●同意された人事
広域連合副長／大嶌 誠  司 （刈谷市副市長）

せい じ

監査委員（議選）／渡辺 周 
しゅう

 二 （刈谷市）
じ

■問 総務課（緯〈６３〉０１３１）
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■問 豊田市商業観光課（緯０５６５〈３４〉６６４２）
■他 当日は混雑が予想されるため、公共
交通手段を利用してください
おいでんファイナル　　　　　　　　

■時 ７月２４日松午後４時～８時３０分
■場 名鉄豊田市駅前通り一帯
■内 テーマ曲にあわせて、パレード型で
踊ります。「マイタウンおいでん」で
選出された踊り連が、「魅せる踊り」
で真夏の夜を盛り上げます

花火大会　　　　　　　　　　　　　
■時 ７月２５日掌午後７時１０分～９時
　※荒天、河川増水時は中止。
■場 矢作川河畔（白浜公園一帯）
■内 スターマイン、仕掛け花火、メロ
ディ花火、ナイアガラ 大  瀑  布 など約

だい ばく ふ

１万２０００発の花火が夜空を彩ります

■時 新楽獅７月３１日松午後５時１０分
　本楽獅８月１日掌午後５時３０分
■場 秋葉社・広小路周辺
■内 県指定無形民俗文化財で、２３０年以
上の歴史がある伝統的な祭りです。
若者が武者人形をかたどった「万燈」
を担ぎ、笛と太鼓の 囃  子 に合わせて

はや し

舞います
■問 刈谷市観光協会（緯〈２３〉４１００）

■時 期間・日時
■場 場所
■内 内容
■講 講師・指導
■対 対象・資格
■定 定員・募集人数

■￥ 費用・受講料など
■持 持ち物
■他 その他
■申 申し込み方法など
■問 問い合わせ先

なお、■対 どなたでも、■定 特になし、
■￥ 無料の場合は記載を省略していま
す。

万燈祭（まんどまつり） 刈
谷

豊田おいでんまつり 豊
田

■時 ７月１６日晶～１８日掌

■場 中心市街地一帯
■問 西尾市商工課（緯０５６３〈５６〉２１１１）
祇園祭　　　　　　　　　　　　　　

■時 ７月１７日松午後５時～１０時
■内 ３００年以上にわたり受け継がれる祇
園祭。大名行列をはじめ、みこしや
獅子舞が、時代絵巻さながらに市街
地を練り歩きます
踊ろっ茶・西尾錘　　　　　　　　　
■時 ７月１８日掌午後５時３０分～８時３０分
■内 たくさんのグループが、趣向を凝ら
した衣装や踊りでまつりのフィナー
レを飾ります

西尾まつり 西
尾

■時 ７月１７日松～８月２９日掌午前１０時～
午後６時（捷、７月２０日昇を除く。
ただし、７月１９日抄は開館）

　※入館は午後５時３０分まで。
■内 １６０９年～幕末の２５０年間におよぶ日
本とオランダの交流の歴史を、両国
の博物館・美術館が所蔵する絵画・
工芸・歴史・考古資料などで紹介

■￥ 一般１０００円、小・中学生５００円
　※障害者手帳所有者とその介助者は
無料。

■場 ■問 岡崎市美術博物館（緯０５６４〈２８〉
５０００）

日蘭通商４００周年記念展「阿蘭
陀（オランダ）とＮＩＰＰＯＮ」

岡
崎

■内 保存会への活動援助・実演披露によ
る普及・後継者育成など。入会者へ
三河万歳の絵柄入り手ぬぐいを進呈

■￥ 年会費諮普通会員獅１０００円、特別会
員獅３０００円以上

■申 年会費を持って歴史博物館（緯〈７７〉
６６５５）へ

　男女共同参画社会の実現に向け、取
り組みや課題などを話し合う会議です。
■時 １０月１日晶・２日松

■場 京都市
■対 今年４月１日現在、市内在住・在勤・
在学の満２０歳以上で、会議に２日間
とも参加でき、過去会議に参加した
ことのない人

■定 １人
■申 ７月１２日捷までに、所定の応募用紙
に必要事項を記入し、本人が持参し
て市民活動課（緯〈７１〉２２１８）へ
　※応募用紙・募集要領は、同課、市
民活動センター、市公式ウェブサイ
トで配布。

安城の三河万歳後援会会員

日本女性会議２０１０きょうと
参加者
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